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CLOSE UP
ISHIKAWA

2023 年 6 月、金沢大学放射線科の新教授に小林聡氏が就任。
肝胆膵の画像診断で名を馳せる教室の伝統を受け継ぎ、臨床・研究の最前線という
環境で人材育成に努める。

「放射線科医は適正な診療を導き、医療の質を担保する、病院のインフラストラク
チャーのような存在」と位置付ける教授が、放射線科医、そして金沢大学放射線科
の魅力を語る。

放
射
線
科
は
病
院
の

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

　

一
般
に
、
放
射
線
科
の
仕
事
は
、
画
像

診
断
、画
像
ガ
イ
ド
下
治
療（interventional 

radiology

、
Ｉ
Ｖ
Ｒ
）、
放
射
線
治
療
の
３

つ
に
大
別
さ
れ
る
。
画
像
診
断
は
、
Ｃ
Ｔ
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
超
音
波
検
査
、
血
管
造
影
検
査

な
ど
を
用
い
て
疾
患
の
病
理
、
病
態
を
非

侵
襲
的
に
読
み
取
り
、
的
確
な
治
療
の
選

択
に
つ
な
げ
る
。
身
体
に
傷
を
つ
け
る
こ

と
な
く
、
病
理
診
断
と
同
等
の
正
確
な
診

断
を
行
う
こ
と
が
画
像
診
断
の
本
領
と
い

え
る
。

　

Ｉ
Ｖ
Ｒ
は
、
Ｘ
線
透
視
、
超
音
波
、
Ｃ

Ｔ
な
ど
の
画
像
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
病
変

を
観
察
し
な
が
ら
、
カ
テ
ー
テ
ル
操
作
や

経
皮
的
穿
刺
術
に
よ
る
低
侵
襲
な
治
療
を

行
う
。
救
急
止
血
、腫
瘍
へ
の
血
管
塞
栓
、

血
栓
溶
解
な
ど
、幅
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。

　

放
射
線
治
療
は
、
主
に
悪
性
腫
瘍
を
対

象
に
、
体
外
や
体
内
か
ら
放
射
線
を
照
射

す
る
。
近
年
で
は
、
通
常
の
放
射
線
治
療

に
比
し
て
周
囲
の
正
常
組
織
に
当
た
る
線

量
を
極
力
減
ら
す
高
精
度
な
療
法
が
開
発

さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
強
度
変
調
放

射
線
治
療
は
、
病
巣
に
は
高
い
放
射
線
量

を
照
射
し
、
周
辺
の
正
常
組
織
へ
は
線
量

肝胆膵画像診断は世界水準
放射線医学の北陸拠点

4

Kobayashi  Satoshi
小 林 　 聡
金沢大学医薬保健研究域医学系
放射線科学 教授



7 6

外
の
異
常
を
見
つ
け
る
、
病
院
の
安
全
網

の
よ
う
な
存
在
で
す
」

肝
胆
膵
の
画
像
診
断
研
究
で

業
績
を
積
む

　

金
沢
大
学
放
射
線
科
は
、
１
９
１
７
年

に
前
身
の
石
川
県
金
沢
病
院
理
学
診
療
部

が
設
け
ら
れ
、
１
９
４
５
年
に
は
大
学
の

講
座
が
開
設
。
そ
の
一
世
紀
以
上
の
歴
史

の
な
か
で
独
自
性
が
確
立
さ
れ
た
。

　

ひ
と
つ
は
、
個
々
の
症
例
に
対
す
る
真

摯
な
姿
勢
で
あ
る
。
一
例
一
例
を
大
切
に

し
、
臨
床
上
の
疑
問
を
残
さ
な
い
よ
う
、

画
像
と
病
理
の
対
比
検
討
を
丹
念
に
行
う

こ
と
を
旨
と
す
る
。
テ
キ
ス
ト
に
は
載
っ

て
い
な
い
新
規
の
画
像
所
見
の
発
見
や
、

画
像
に
よ
る
新
た
な
病
態
解
析
に
取
り
組

み
、研
究
成
果
を
臨
床
に
還
元
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
画
像
診
断
を
放
射
線
科
で
集
中

的
に
行
い
、
画
像
診
断
報
告
書
（
レ
ポ
ー

ト
）
を
作
成
す
る
欧
米
式
の
診
療
体
制
を

古
く
か
ら
貫
い
て
い
る
。
日
本
で
は
長
ら

く
、各
診
療
科
で
の
読
影
が
主
流
で
あ
り
、

放
射
線
科
医
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
が
作
成
さ

れ
な
い
画
像
検
査
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

現
在
で
は
、
医
療
安
全
の
面
か
ら
も
す
べ

て
の
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
に
対
し
て
放
射

CLOSE UP
ISHIKAWA

線
科
医
に
よ
る
画
像
診
断
レ
ポ
ー
ト
が
作

成
さ
れ
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
が
、
マ
ン

パ
ワ
ー
不
足
に
よ
り
完
全
に
は
実
施
さ
れ

て
い
な
い
施
設
も
存
在
す
る
。

　

独
自
性
の
ふ
た
つ
め
は
、
肝
胆
膵
の
画

像
診
断
と
研
究
に
傾
注
し
、
数
々
の
業
績

を
残
し
て
き
た
こ
と
だ
。
金
沢
大
学
附
属

病
院
は
肝
臓
疾
患
診
療
の
一
大
拠
点
で
あ

り
、
放
射
線
科
も
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い

る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
第
３
代
松
井
修
教

授
が
肝
細
胞
が
ん
の
多
段
階
発
が
ん
を
明

ら
か
に
し
、
肝
細
胞
が
ん
の
画
像
診
断
と

治
療
法
を
開
発
、
世
界
的
な
評
価
を
得
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
肝
細
胞
が

ん
の
多
段
階
発
が
ん
は
、
が
ん
の
前
段
階

で
あ
る
異
型
結
節
（
正
常
な
肝
細
胞
が
変

化
し
た
も
の
）
に
始
ま
り
、
早
期
肝
細
胞

が
ん
か
ら
悪
性
度
の
高
い
が
ん
へ
と
多
段

を
抑
え
る
療
法
で
あ
り
、
ま
た
、
定
位
放

射
線
治
療
は
、
病
巣
に
多
方
向
か
ら
放
射

線
を
集
中
さ
せ
る
療
法
で
あ
る
。

　

小
林
聡
教
授
は
、
放
射
線
科
の
魅
力
を

「
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
」
と
「
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
」と
表
現
す
る
。オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ

と
さ
れ
る
所
以
は
、放
射
線
診
断
医
が「
頭

の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
爪
先
ま
で
全
身
を
診

る
」
医
師
で
あ
り
、
全
身
の
疾
患
に
つ
い

て
の
知
識
を
要
す
る
か
ら
だ
。

　
「
各
診
療
科
の
ド
ク
タ
ー
と
対
等
に
話

が
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
疾
患
に
関
し
て

知
っ
て
お
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し

ば
し
ば
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
放
射
線

診
断
医
が
中
核
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
は
、
臓
器
専
門
医
に
画
像
の
説
明
を

し
た
り
、
治
療
方
針
に
つ
い
て
助
言
を
し

た
り
す
る
ス
キ
ル
が
あ
る
か
ら
で
す
」

　

ま
た
、
ド
ク
タ
ー
た
ち
の
専
門
外
の
領

域
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
で
、病
院
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
役
を
担
っ
て
い
る
。

　
「
た
と
え
ば
、
呼
吸
器
の
専
門
医
が
肺

の
画
像
を
診
て
『
異
常
な
し
』
と
診
断
し

て
も
、
そ
の
画
像
内
の
隅
に
映
っ
て
い
る

肝
臓
に
異
常
が
あ
っ
た
と
し
ま
す
。
呼
吸

器
専
門
医
に
と
っ
て
は
肝
臓
の
こ
と
は
専

門
外
。
放
射
線
診
断
医
が
画
像
全
体
を
読

み
取
る
こ
と
で
、
ド
ク
タ
ー
た
ち
の
専
門

階
に
移
行
す
る
。
肝
細
胞
が
ん
の
診
断
に

関
し
て
は
、
い
ま
か
ら
30
年
以
上
前
、
Ｃ

Ｔ
の
精
度
が
現
在
よ
り
は
る
か
に
低
い
時

代
、
血
管
造
影
検
査
と
Ｃ
Ｔ
の
併
用
に

よ
っ
て
１
～
２
㎝
と
い
う
早
期
の
原
発
性

肝
細
胞
が
ん
を
発
見
す
る
方
法
を
確
立
。

さ
ら
に
、
肝
細
胞
が
ん
に
栄
養
を
供
給
す

る
肝
動
脈
を
塞
ぐ
治
療
法
、い
わ
ゆ
る「
が

ん
を
兵
糧
攻
め
に
す
る
」
方
法
も
考
案
。

こ
れ
は
「
超
選
択
的
肝
動
脈
塞
栓
術
」
と

よ
ば
れ
、
現
在
で
は
国
内
外
で
広
く
実
施

さ
れ
て
い
る
。

肝
細
胞
が
ん
診
断
の
最
先
端
に

取
り
組
む

　

金
沢
大
学
放
射
線
科
で
は
、
第
２
代
の

高
島
力
教
授
が
肺
癌
の
画
像
診
断
、
第
３

代
の
松
井
修
教
授
が
肝
臓
が
ん
の
画
像
診

断
と
Ｉ
Ｖ
Ｒ
、
第
４
代
の
蒲
田
敏
文
教
授

が
膵
が
ん
の
画
像
診
断
に
注
力
し
、
各
分

野
に
お
い
て
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
や

診
療
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
第
５
代
の
小

林
教
授
の
専
門
も
、
肝
細
胞
が
ん
の
画
像

診
断
で
あ
る
。

　

最
近
の
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
機
能
が
非
常

に
進
化
し
、
肝
臓
に
つ
い
て
は
、
線
維
化

の
測
定
、
血
流
動
態
の
評
価
、
脂
肪
の
測

定
、
肝
予
備
能
の
程
度
な
ど
の
評
価
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
検

査
技
術
の
な
か
で
教
授
が
取
り
組
ん
で
い

る
の
は
、
Ｅ
Ｏ
Ｂ–

Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
造
影
機
序

の
解
明
と
肝
細
胞
が
ん
の
診
断
で
あ
る
。

　

Ｅ
Ｏ
Ｂ
は
肝
細
胞
に
特
異
的
に
取
り
込

ま
れ
る
造
影
剤
で
あ
り
、
Ｅ
Ｏ
Ｂ–

Ｍ
Ｒ

Ｉ
は
肝
細
胞
が
ん
に
対
す
る
感
度
の
高
い
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検
査
法
だ
。
装
置
に
も
よ
る
が
、
５
mm
以

下
の
肝
細
胞
が
ん
を
検
出
す
る
。
肝
細
胞

が
ん
で
は
異
常
な
新
生
血
管
が
徐
々
に
増

加
し
、
多
血
性
病
変
と
な
る
た
め
、
一
般

的
な
Ｍ
Ｒ
Ｉ
造
影
剤
で
は
、
肝
臓
の
血
流

動
態
を
評
価
す
る
こ
と
で
肝
細
胞
が
ん
を

把
握
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ

造
影
で
血
流
動
態
の
変
化
が
な
い
段
階
で

も
、
肝
細
胞
の
が
ん
化
が
始
ま
っ
て
い
る

場
合
が
あ
る
。
Ｅ
Ｏ
Ｂ–

Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
場
合
、

肝
細
胞
に
造
影
剤
が
取
り
込
ま
れ
た
時
相

で
は
、「
肝
細
胞
機
能
の
消
失
、
あ
る
い

は
低
下
し
た
病
巣
」
の
低
信
号
と
、
正
常

肝
細
胞
の
高
信
号
（
白
く
描
出
さ
れ
る
）

と
い
う
造
影
剤
の
分
布
差
が
生
じ
る
こ
と

か
ら
、
病
巣
を
見
出
だ
せ
る
。

　

か
た
や
、
肝
細
胞
が
ん
の
な
か
に
は
高

信
号
を
示
す
も
の
、
つ
ま
り
元
の
肝
細
胞

の
性
質
を
残
す
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

が
ん
の
悪
性
度
が
推
測
で
き
る
。

課
題
は
人
材
不
足
と
業
務
拡
大

　

金
沢
大
学
放
射
線
科
は
、
大
学
病
院
の

診
療
を
担
う
だ
け
で
な
く
、
放
射
線
診
断

医
と
放
射
線
治
療
医
を
志
す
研
修
医
や
専

攻
医
の
教
育
拠
点
で
も
あ
る
。
ま
た
、
金

沢
医
療
セ
ン
タ
ー
、石
川
県
立
中
央
病
院
、

富
山
県
立
中
央
病
院
、厚
生
連
高
岡
病
院
、

福
井
県
立
病
院
、
福
井
県
済
生
会
病
院
な

ど
、
長
年
に
わ
た
り
北
陸
の
基
幹
病
院
へ

放
射
線
科
医
を
送
り
出
し
て
い
る
。

　

一
方
、
放
射
線
科
医
は
全
国
的
に
不
足

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
画
像
診
断

機
器
の
目
覚
ま
し
い
進
歩
に
よ
り
、
放
射

線
診
断
医
の
業
務
は
昔
よ
り
格
段
に
増
え

て
い
る
。
１
９
９
０
年
代
、
た
と
え
ば
肝

臓
の
Ｃ
Ｔ
画
像
の
場
合
、
患
者
１
名
に
対

し
30
分
を
要
し
た
が
、
現
在
で
は
５
分
程

度
。
頭
部
Ｃ
Ｔ
で
も
、
か
つ
て
は
１
㎝
ご

と
の
断
層
画
像
を
撮
影
し
、
画
像
数
は
患

者
１
名
に
つ
き
10
枚
、
撮
影
時
間
は
20
分

程
度
。
現
在
で
は
、
１
名
に
つ
き
１
０
０

枚
、
撮
影
時
間
は
数
十
秒
で
あ
る
。

　

北
陸
の
放
射
線
科
医
数
は
、
全
国
平
均

と
比
較
す
る
と
比
較
的
充
足
さ
れ
て
は
い

る
も
の
の
、
検
査
機
器
の
台
数
に
対
し
て

医
師
数
は
不
足
し
て
い
る
。
常
勤
の
放
射

線
科
医
が
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
Ｃ
Ｔ

や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
が
導
入
さ
れ
て
い
る
中
小

の
病
院
に
対
し
て
は
、
大
学
か
ら
週
２
回

ほ
ど
医
師
を
派
遣
し
た
り
、
遠
隔
読
影
を

行
っ
た
り
し
て
対
処
し
て
い
る
の
が
現
状

だ
。
各
病
院
に
放
射
線
科
医
を
常
駐
さ
せ

る
こ
と
は
金
沢
大
学
放
射
線
科
の
責
務
、

と
小
林
教
授
は
言
う
。

　
「
放
射
線
科
の
仕
事
量
は
非
常
に
多
く

な
り
ま
し
た
が
、
診
断
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の

低
下
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
当
科

で
は
、
若
い
医
師
の
読
影
に
は
、
指
導
医

が
付
い
て
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と

が
慣
例
に
な
っ
て
い
ま
す
。
見
落
と
し
の

防
止
と
同
時
に
、
若
手
の
教
育
も
兼
ね
て

い
ま
す
」

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
・
診
療
環

境
で
後
進
育
成

　

放
射
線
科
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
補
う
と
い

う
観
点
で
は
、
人
工
知
能
が
画
像
診
断
分

野
に
応
用
さ
れ
、
そ
の
有
能
さ
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
Ａ
Ｉ
が
画
像
診
断

の
仕
事
を
奪
い
、
放
射
線
診
断
医
は
職
を

失
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
声
も
聞
か
れ
る
。
Ａ
Ｉ
が
人
間
の
医
師

を
凌
駕
し
て
し
ま
う
の
か
と
い
う
議
論
に

つ
い
て
、小
林
教
授
は
こ
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
Ａ
Ｉ
の
能
力
は
、
教
科
書
に
載
っ
て

い
る
知
識
の
範
囲
な
ら
ば
、
人
間
の
能
力

を
超
え
た
処
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
Ａ
Ｉ
が
画
像
の
読
影

に
お
い
て
、
教
科
書
に
載
っ
て
い
な
い
新

た
な
疾
患
や
病
態
を
発
見
し
た
り
、
診
断

基
準
を
作
成
し
た
り
、
と
い
っ
た
研
究
者

な
ら
で
は
の
行
為
は
で
き
ま
せ
ん
。
た

だ
、
若
い
医
師
の
な
か
に
は
、
Ｃ
Ｔ
な
ど

の
画
像
を
読
影
し
た
結
果
を
キ
ー
ボ
ー
ド

で
入
力
し
て
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
の
で

は
な
く
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
音
声
入
力
で

レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
面
で
Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
し
な
が
ら
画
像

診
断
の
仕
事
を
し
て
い
る
人
も
多
い
で
す

ね
」

　

こ
の
よ
う
に
、
高
度
な
ス
キ
ル
を
発
揮

す
る
放
射
線
診
断
医
、
あ
る
い
は
多
様
な

療
法
を
操
る
放
射
線
治
療
医
を
志
望
す
る

者
が
少
な
い
の
は
、
な
ぜ
な
の
か
。
教
授

は
、「
放
射
線
科
医
に
対
す
る
認
知
度
が

低
い
た
め
」
と
指
摘
し
、
放
射
線
科
医
の

何
た
る
か
を
啓
発
す
べ
く
、
研
修
医
や
医

学
生
、
さ
ら
に
高
校
生
へ
も
働
き
か
け
よ

う
と
試
み
て
い
る
。

　
「
私
は
蒲
田
先
生
や
松
井
先
生
な
ど
、

分
野
の
権
威
で
あ
る
か
た
と
研
究
や
臨
床

を
と
も
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お
の
ず
と

力
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
金
沢

大
学
で
学
べ
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
無

上
の
幸
せ
で
す
」

　

教
授
は
、
そ
の
思
い
を
丸
ご
と
受
け
渡

す
べ
く
、
国
際
レ
ベ
ル
の
研
究
と
臨
床
の

ス
テ
ー
ジ
を
整
え
て
、
志
あ
る
若
者
を
待

ち
わ
び
て
い
る
。　
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